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Abstract
The present paper reports the dependence of Raman spectra distribution on the
polyethylene gut for the thermal treatment.
After the thermal treatment, the Raman spectra between 80 and 100 cm-1 were
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今
3
ト
ヒ
リ
セ2
頃
ト
≧
則
≧
ト
く
司’
山
に
o
　　　　　　．！
　　　　　1！●
　　！＝・’
ノββ一一
＼　噺亀
　＼　　働軸
　　＼
　　　●軸隔●
　　　　　　　　　’
＿＿P、6　／
　　　　　　　　〇二1菰碍　！
　　　　　　　！
　　　　　　！
　　　　　　．　　ダ
　　　　　　ノ　！
　　　　　　。　ρ　0
・…
隔・、．　，
6
第8図
7ノノノ5’ノ6ッ19ト川じ4院R　OF　C刈RB、ON4TO岡S 、2ヂ’）30
直線状セグメントの炭素数とスペクトルの相対強度，
波数217cm一1のスペクトル強度を1としたものである。
ポリエチレンガットの熱処理によるラマンスペクトルの変化について 11
　第7図は，125～165cパ1の範囲のスペクトルである。資料P－6のスペクトルは160cガ1に
強いピークがあり，170～120cガ1の間にいくつかの弱いピークがある。これは直線的セグメン
トの炭素数が約15～20位の範囲にあることを表わしている。資料P－7のスペクトルは，160
cゾ1をピークとして155～163cη一1の狭い範囲にある。ここでは炭索数約15の直線的セグメント
だけが現われるようである。資料P－8では160㎝一1に強いピークがあるが，スペクトルは165
～120㎝dの広い範囲に弱いピークがいくつかあり，資料P－6のスペクトルと似ている。
　第3，4，5図のスペクトルの相対強度は第8図のようになる。第8図は，第3，4，5図
におけるそれぞれのスペクトル図の波数216cη一1のスペクトルの強度を1とした相対強度であ
る。資料P－6，P－7，P－8の375cガ1，347cガ1，216cガ1における相対強度はほとんど同
等である，120～170cパ1の範囲のスペクトルの相対強度はP－6，P－8ではほとんど同等であ
るが，P－7では155～165cガ1の範囲に集中して他の部分にはスペクトルはない。また相対強
度はP－6，P－8に比べて小さい。80～105cη一1の範囲のスペクトルにおいてはP－6，P－8
の相対強度は同等であるが，P－7の相対強度はP－6，P－7に比べてかなり大きい。
　しかし，80～170㎝qの範囲のスペクトルの相対強度の合計は，第2表のようになり，P－
6，P－7およびP－8の80～170c配一1の範囲におけるスペクトルの相対強度には大きな差は
ない。
第　2　表
資料P－6P－71p－8
塑12・213・212・5
5．考　　察
　ポリエチレンガットの未延伸資料P－6，12倍延伸資料P－72および12倍延伸した後110℃に
て熱処理した資料P－8においてはラマンスペクトル，第3，4，5，8図から明らかなよう
に資料P－6，P－7，P－8の何れのスペクトルも波数375cガ1，347cガ1および216㎝一1のス
ペクトルの相対強度と型がほとんど同等であるが，120～165cズ1と80～105cガ1の間のスペク
トルの型と相対強度は資料により大きく変化する。特にP－6，P－8のスペクトルでは，120
～165cη一1と80～105cズ1の範囲のスペクトルの型と相対強度はそれぞれほとんど同等である
が，P－7のスペクトルでは，120～165cガ1では155～165㎝一1の狭い範囲に集り，また相対強
度は，P－6，P－8に比べて小さい，　これに反して80～105cパ1の範囲では広い範囲に強いピ
ークがあり，相対強度もP－6，P－8に比べて大きい。
　第1図から明らかなように160cη一1は直線状セグメントの炭素数15，99cガ1は炭素数24，95
c彿一1は炭素数25，また87．5cガ1は炭素数27に相当する骨格変角振動である。したがって，P－
6とP－8のスペクトルを比較すると炭素数15～19の直線的セグメントが同等に存在し，また
炭素数24，25が同等に多く，炭素数27，28等もいくらか存在することを表わしている。しかし，
P－7のスペクトルとの相対強度は炭素数15の直線状セグメントは，P－6，P－8より少な
く，炭素数24～27の直線状セグメントはP－6，P－8よりも多いことを表わしている。
　特に，第2表から明らかなように80～105cガ1，120～165cパ1の間の相対強度を加えた値は，
資料P－6，P－7とP－8の間に余り大きな変化はない。故に，炭素数15～28の間のポリエチ
レンの直線的なセグメントの数は未延伸，12倍延伸および12倍延伸熱処理の処理によっても余
り大きな変化はないと考えられる。
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　したがって，延伸したままでは長い直線状セグメントが多く，熱処理すると長い直線状セグ
メントが，短い直線状セグメントに移行すると考えられる。このようなことから，不安定な長
い直線状セグメントが熱処理により，　第2次架橋構造を作って短い直線状セグメントヘ移行
し，安定な状態となると考えることができよう。
　本研究は日本繊維機械学会第27回年次大会（1974）にて口頭発表した。
　本研究にあたりレーサラマンスペクトロホトメータの使用に特別な配慮を頂いた化学教室浜
田圭之助教授，　またラマンスペクトルの計測に御尽力を頂いた化学教室森下浩史助手に厚く感
謝致します。
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